
MONOLITH 1

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
KL工法とは、機械式特殊プラスチック鏝を用いた床版コンクリート打設面の仕上げ工法である。



MONOLITH 2

ＫＬ工法仕上り

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
表面強度および防水性の向上により、コンクリートの耐久性の向上が図れる。



MONOLITH 3
従来の人力による金鏝押え

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
従来はコンクリート打設面の仕上げを人力による金鏝押さえで対応していたが、



MONOLITH 4

モノリスオリジナルプラ鏝（特許取得済み）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これを機械式特殊プラスチック鏝に変えることで、コンクリート表面を焼き付かせることなく充分に加圧することが可能となる。



MONOLITH 5

モノリスオリジナルプラ鏝（特許取得済み）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
モノリスはオリジナルプラスチック鏝を開発（特許取得済み）



MONOLITH 6
機械式特殊プラスチック鏝で仕上げ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プラスチック鏝によりコンクリート表面が磨き上げられ光沢が出るとともに、加圧により表層部が緊密となるため、コンクリートの表面強度及び防水性が向上する。



MONOLITH 7

数年使用されている倉庫床

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
KL工法はすでに、物流倉庫等の多数の建築土間で採用されてきた。



MONOLITH 8

数年使用されている倉庫床

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
トラックやフォークリフトの度重なる走行による表面の摩耗やひび割れ・剥離というコンクリート土間が抱える課題に、表面強度を向上させることで対応し、数年を経ても美観性を損なわない、KL工法施工の床は高い評価を得ている。



MONOLITH 9

橋梁コンクリート床版の劣化



•劣化事例

MONOLITH 10国土交通省のサイトより引用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
近年では、橋梁コンクリート床版の劣化事例が多く報告されている。



•劣化事例

MONOLITH 11
国土交通省のサイトより引用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
床版コンクリート劣化の要因は多岐にわたるが、そのひとつにコンクリート床版内部への浸水がある。



MONOLITH 12国土交通省のサイトより引用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンクリートには目視で確認できない微細なひび割れや空隙が発生しており、そこから雨水等が内部へ侵入すると、コンクリート中に膨張圧や鉄筋の錆が発生し、これがコンクリートを劣化させるのである。



MONOLITH 13

雨水等が内部へ侵入するのを防ぐため、コ
ンクリート上部に防水層を施工することで
対策がなされてきたが、コンクリート自体
の防水性を高めることは、コンクリート床
版の劣化を防止し耐久性を向上するために、
より重要である。



MONOLITH 14

KL工法 試験データ



MONOLITH 15

▪透水試験
▪不陸測定
▪防水層付着試験
▪圧縮強度
▪耐凍害性試験

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実施試験内容透水試験・不陸測定・防水層付着試験・圧縮強度・耐凍害性試験



MONOLITH 16

透水試験

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
透水量試験前の水分量



MONOLITH 17

透水試験

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
KL工法では、JIS A 6909の透水試験B法を参考に計測した床版仕上げ面の透水量が金鏝仕上げに比べて約80％減少した。コンクリート表面には、ブリーディング水と共に浮き上がったセメントや骨材の微粒子が堆積した脆弱層であるレイタンスが発生する。これは完全に防止できるものではなく、近年の橋梁床版で用いられる高性能防水は、仕上げ面をグラインダー等で研掃することによりレイタンスを除去した上で施工する。金鏝仕上げはレイタンス研掃前と研掃後で透水量が約50％減少したことに対し、KL工法はレイタンス研掃前と研掃後で大差がなかった。これは、KL工法では表層部が緊密となっているためにレイタンスの発生が抑制されていることを示している。すなわち、KL工法は金鏝仕上げにおけるレイタンス研掃という工程を省略でき、さらに金鏝仕上げのレイタンス研掃後よりも防水性が高いのである。



MONOLITH 18

透水試験

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
機械式特殊プラスチック鏝によりコンクリート表層部が十分に加圧され、微細なひび割れや空隙を抑制し表層部が緊密となっているため、防水性が向上したのである。



MONOLITH 19

不陸測定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平坦性においてもKL工法は金鏝仕上げに優っている。3M定規を使用しておこなった仕上げ面の不陸測定では、最大差が金鏝仕上げでは2.5ｍｍであったのに対し、ＫＬ工法は2.0ｍｍであった。



MONOLITH 20

防水層
付着試験

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
橋梁コンクリート床版では防水層の付着性も重要となる。ＫＬ工法と金鏝仕上げの防水層用プライマーの付着性には大差なく、2N/㎟以上の付着力があり、KL工法は防水層の付着性を妨げるものではないことを確認している。



MONOLITH 21

圧縮強度

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
圧縮強度や



MONOLITH 22

耐凍害性

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
耐凍害性についても



MONOLITH 23

耐凍害性

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
KL工法は影響しないことを試験により確認した。



MONOLITH 24

橋梁床版工事のコンクリート打設



MONOLITH 25

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
床版コンクリートは、アスファルト舗装の下地という位置づけではない塩害や凍結をうけやすい環境下では緊密なコンクリート内部と緻密性の高い表層部を形成する



MONOLITH 26

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
橋梁床版工事のコンクリート打設は自然の外的要因を直接受けたり



MONOLITH 27

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
限られた施工スペースであったり



MONOLITH 28

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
非常に難度の高い施工となる。



モノリスコーポレーション株式会社
〒252-0206神奈川県相模原市中央区淵野辺3-10-5

TEL 042-851-4077 FAX 042-851-4078
URL https://www.monolith-c.co.jp
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